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ラドン濃度連続観測に基づく海底地下水の分布特性と湧出量の推定：八代海沿岸域
における事例
Estimation of distribution and discharge flux of submarine groundwater using Rn-222 in
the Yatsushiro Bay
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Rn-222連続観測法が提案されてから 10年余りが経過し、我が国においても本方法を用いて沿岸域における SGDの分
布や湧出量の評価が進められてきている。発表では、後背地の地形や地質が多様な八代海域を対象に、最近 4年間蓄積
してきた Rn-222データを集約し、解析の結果得られた SGDの分布および湧出の特徴と、それら評価の方法について紹
介する。
八代海域は、九州本土と天草諸島に囲まれた内海で、周囲約 220 km、総面積 1,200 km2を誇る。海域の周囲をとりま

く地形や地質の特徴が多様なため、後背地集水域面積、地形勾配、干潟の有無、地質物質、地質構造など、どういった要
素がどの程度海域の SGD分布特性に影響を与えるかを理解するうえで格好の対象となる。八代海域にスポットを当てた
地域研究から見えてくる、こうした特徴を整理することで、自然界における目に見えない SGD分布特性の面白さを再認
識することができる。
八代海へ注ぐ合計 61の流入河川のRn-222濃度を測定した結果、地下水と比べると低いものの、河口において河川水も

無視できないオーダーで Rn-222を含むことが明らかとなった。そこで我々は、海域に及ぼす河川由来 Rn-222濃度を評
価するため、既存の海流シミュレーションをベースに Rn-222モデルを構築し、海域に及ぼす河川由来 Rn-222の影響評
価を試みた。モデルから推定した河川由来 Rn-222濃度を、曳航観測結果から差し引くことで、正味の SDG由来 Rn-222
濃度分布を推定した。
八代海域におけるトータル SGDフラックスは、従来提案されてきたボックスモデルに従い、推定された SGD分布面積

に、代表地点での Rn-222定点観測の結果得られた湧出率を乗じることで算定した。その結果、海域にもたらされる陸水
全体の約 15%が SGD由来である結果となった。さらに、Rn-222と salinityの二成分プロット図を用い、定点観測を行っ
た周辺海域に及ぼす各成分（FSGD、RSGD、河川水、海水）の寄与度を定性的に解析した。このような解析から想定され
た SGD寄与率の特徴と、SGD誘発に関係していそうな要因（たとえば潮の満ち引きの条件や風速など）を比較検討した
結果、SGD（FSGD、RSGD共に）誘発の引き金となるファクターとして、風速が最も重要であるという解析結果を得た。
八代海域では、流入河川も地下水と同様に有意な Rn-222濃度を有するため、単純に Rn-222濃度を海域における地下

水のトレーサーと見なすことは難しい。この知見は八代海に限られたことではなく、同様の気象、地形を持つ地域では、
似たような傾向が予想される。本講演では、これまで試みられたことのなかった河川由来Rn-222濃度の評価方法を含め、
Rn-222観測の解析結果から読み取れる SGDの分布特性ならびに陸水全体に占める量的特徴、そして、SGD湧出メカニ
ズムについて、八代海における最新の研究事例を通してお伝えしたいと考えている。
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